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HELLO,NEW CITY.
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宇都宮市の概要

・首都圏からのアクセスが容易
・日光や那須・塩原、益子などの
観光地への表玄関
・北関東横断自動車道が全線開通
⇒北関東地域の中心都市へ

立地特性

４８分

JR烏山線

東京23区（627.53㎞）の
概ね２/３の広さ

・人口 51０,４８７人
・世帯数 24２,５０５世帯

（令和８年２月1日現在）
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宇都宮市の成り立ちと

ライトライン事業
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宇都宮市の成り立ち

外環状道路

内環状道路

外環状道路
（宮環）

宇都宮市の発展の過程

自動車の時代
道路を中心に

市街地

日光街道 奥州街道

東京街道

鉄道の時代
鉄道駅を中心に

徒歩の時代
拠点施設（城や神社）を中心に 宇都宮駅

出典
浅見泰司，中川雅之編著
森本章倫 他共著
「コンパクトシティを考え
る」
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ライトライン導入のあゆみ（約30年前～）

第2回宇都宮都市圏パーソントリップ調査実施
宇都宮市街地開発組合(県・市)において，
交通渋滞の解消及び交通アクセス強化のため，新しい軌道交通システムの導入
を検討

１９９２年
１９９３年
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ライトライン事業のあゆみ（約２０年前～）

市主体で，まちづくりと交通，LRTに関するオープンハウスや懇談会等を開催

LRT事業において，「上下分離方式」が可能となる

「第5次宇都宮市総合計画」において，目指すべき都市の姿として，

「ネットワーク型コンパクトシティ（NCC）」を位置づけ

2004年

2007年

2008年

・中心市街地と各周辺地域に，必要な都市機能・産業・観光が集積した「拠点」を形成

・鉄道，バス，ＬＲＴなど広域性を持つ「基幹交通」から，身近な生活を支える「地域内交通」まで，

階層性を持った「公共交通ネットワーク」を構築し，拠点間を連携・補完

内陸型⼯業団地としては
国内最⼤級の規模を誇る清原⼯業団地

旧帝国ホテルの建材としても使われ
た本市特産の「大谷石」採掘場跡
（平成30年(2018年)「大谷石文化」
が日本遺産に認定）

ライトライン
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ライトライン事業のあゆみ（約２０年前～）

「第2次宇都宮市都市計画マスタープラン全体構想」において，

東西基幹公共交通(LRT等)をNCCを支える公共交通ネットワークの

基幹公共交通軸として位置づけ

まちづくりと公共交通ネットワークに関する市民説明として，

パンフレットの全戸配布，オープンハウスや市民フォーラムを開催

2010年

2011年
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ライトライン導入のあゆみ（約１０年前～）

「東西基幹公共交通の実現に向けた基本方針」(市)において，

・公設型上下分離方式によるＬＲＴの導入

・桜通り十文字付近から宇都宮テクノポリスセンター地区に至る計画区間

・駅東側を優先整備区間 とすることを公表

芳賀町長等から，芳賀町までのLRT延伸を要望する要望書を受理

宇都宮ライトレール株式会社を設立

軌道運送高度化実施計画を申請

工事施行認可を申請

ライトライン開業（８月２６日）

2013年

2015年

2016年

２０１７年

２０２３年
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ライトラインの概要
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トータルデザイン

LRTデザインコンセプト （2016年10月）

芳賀・宇都宮LRTは，目指すべき未来を担う公共交通システムで将来のイメージを牽引する「まちの顔」となるもの

明示性や魅力を高め，末永く親しんで得いただけるよう，LRT車両や各種施設など関連するデザインについては，一

つのコンセプトに基づき，統一感のあるデザインとする
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ライトラインについて

芳賀工業団地，
芳賀・高根沢工業団地

総面積 約475ha
従業員数 約25,000人

清原工業団地
総面積

約388ha
従業員数
約13,600人



12

車両の工夫

車両幅：２.６５ｍ車両長：２９．５２０ｍ

車両高さ：
３.６２５ｍ

ロールカーテンの
イメージ（宮染め）

車いすスペース（枠線内）

■ 独自性を感じさせる地
域性の取り込み

ボックスシートの床に大谷石の
柄を取り入れたり，ロールカー
テンに宇都宮の伝統工芸である
宮染めのイメージを表現するな
ど，沿線の風土を感じさせる地
域性を内装の一部に反映

■ 誰もが乗り降りしやすい
構造（バリアフリー）

車両の床が低く平らで，乗り場
との間に段差や隙間が殆どない
ため，誰もが乗り降りしやすい
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国内初 信用乗車方式を採用

国内初！ 全車全扉にICカードリーダー

誰もが使いやすく定時性・速達性を確保
13
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「totra」の活用

全国相互利用カードである「Suica」の機能を持ちながら、

地域独自のサービスも提供できる新たな交通系ＩＣカード

を導入
2021.3.21 バスサービス開始

☆すべての小・中・高校生
相当世代に無料配付

（2％付与）

満70歳以上
10,000円分/年

乗継割引制度
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「 ゼロカーボントランスポート」の実現

ライトラインは，家庭ごみの焼却や家庭用太陽光等により発電された

地域由来の再生可能エネルギー100％で走行する
「ゼロカーボントランスポート」を実現

＼地域由来の再エネで／

＼ライトラインが走る！／
ごみ処理施設

「クリーンパーク茂原」

家庭用太陽光発電等

調達

再エネ100％
供給

再生可能エネルギーの活用と，自動車からの乗り換えで…

一般家庭で約1,600世帯分，

年間で最大約9,000㌧のCO2を削減 !!

宇都宮ライトパワーで
家庭用卒FIT・非FIT太陽光の買取を
実施中！（11円/kWh）

供給される電力が
再エネ100％である証！

車両基地

停留場

バイオマス(再エネ)【約10 ,000MWh/年】

140件(R6.10)(再エネ)【約300MWh/年】

【約4,000MWh/年】(再エネ)

ゆいの杜小
※今後，「脱炭素先行
地域」の市有施設にも
順次供給予定
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停留場壁面の個性化ワークショップを実施

地域との協働（ワークショップ）を踏まえ，

各停留場の壁面に表現するデザインを決定
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車両愛称アンケートを実施

車両愛称は、
40,668票の住民アンケートで

「ライトライン」に決定
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ライトラインの利用状況

平日の通勤・通学に加え，休日にも多くの方にご利用いただき，総利用者数は，当初の予測より

約６か月早く１０００万人(当初予測の約１.2倍)となるなど，地域の移動手段として定着しつつある。

平日平均：

約１8,０００人～20,000人

休日平均：

約１０,０００人
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利用目的割合

「ライトライン利用者調査」における利用目的割合の推移を見ると，乗車目的が約８ポイント減少に対し，

通勤目的が約３ポイント，私事目的が約５ポイント増加しており，市民生活により根付いてきている。
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ライトラインの

整備効果
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まちの変化
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ライフスタイル，移動にかかる満足度の変化
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バス路線の再編と

地域内交通
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公共交通ネットワークの充実

ライトラインを基幹交通として,バスや地域内交通
が縦横無尽に走り,誰もが自分の力で移動できる
持続発展可能なまちへ

地域内交通の充実バス路線の新設

端末交通の整備

駐車場・駐輪場の整備

定時定路型

デマンド型

駐車場約１５０台， 駐輪場約５００台を新設

●ポート数 140か所

交通結節点（トランジットセンター）を起点として，
その周辺の地域拠点や産業拠点等を結ぶ９系統の
バス路線を新設 交通結節点（トランジットセンター）

に地域内交通の停留所を設置

付近のライトライン停留場を地域内・
デマンド交通の目的施設に追加

電動アシスト自転車と電動キックボード
のシェアリングサービスの実施

従 前 再編後 増 減

平 日 ５０６本 ６５４本 ＋１４８本

土曜日 ３９９本 ４１４本 ＋１５本

日曜日・祝日 ３２０本 ３２３本 ＋３本
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地域内交通の導入

姿 川

城 山

石井

【導入状況】
○郊外部を中心に16地区19路線で運行

○人口約51万人のうち，約2８万人をカバー

○年間約１２万人が利用

定時定路方式

4路線

デマンド方式

15路線

導入エリア
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駅西側導入
検討状況



駅西側延伸計画概要

27



ご清聴
ありがとう
ございました。
宇都宮が大切にしたいこと，

それは日々の暮らしの豊かさ。

１００年先も宇都宮を訪れる人が，

住みたいと思える街になるために，

そんな愛すべき宇都宮らしさを，

もっともっと。
28
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